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火星マントルの地球化学的研究は、主に火星由来の玄武岩であるシャーゴッタイト

隕石の化学分析によって行われる。シャーゴッタイト隕石はその微量元素存在度・放射

性同位体組成に基づいて、Enriched, Intermediate, Depleted の 3 グループに分類される。

これは、シャーゴッタイト隕石の親マグマを供給するリザバーが、火星マントル内に少

なくとも 3 つ存在することを意味する。これらのマントルリザバーは、約 45 億年前の

火星の初期分化時に形成されたと考えられているため、その形成プロセスを解明するこ

とは、地球型惑星の初期進化を理解するうえで重要である。本研究では、従来の

Sr–Nd–Hf 同位体システムに加えて、先行研究での報告例の少ない Pb 同位体システムか

らの制約を与えることで、火星マントルの初期分化プロセスの解明を目指す。 
本研究では、Enriched シャーゴッタイト 2 試料（NWA 6963, NWA 13289）、Intermediate

シャーゴッタイト 1 試料（NWA 6234）を使用した。これらの全岩粉末試料について、

地球落下後の汚染成分を除去するための 5 段階の酸処理を行い、耐酸性残渣を取得した。

ICP-QMS を用いて耐酸性残渣中の微量元素存在度の測定を行った後、TIMS を用いて

Sr, Pb 同位体組成の測定を行った。これらの同位体組成について、先行研究で報告され

ている結晶化年代を使用した年代補正計算を行い、初生 Sr, Pb 同位体組成を決定した。 
NWA 6963, NWA 13289 の初生 Sr, Pb 同位体組成は、先行研究で報告されている

Enriched シャーゴッタイトの組成範囲と一致した。NWA 6234 の初生 Sr 同位体組成は先

行研究で報告されている Intermediate シャーゴッタイトの組成範囲と一致したが、初生

Pb 同位体組成については先行研究と比較して放射性起源の Pb に枯渇した同位体組成

（206Pb/204Pb = 12.47 ± 0.02）が得られた。この結果から、Intermediate シャーゴッタイト

のマントルリザバー内にも、Pb 同位体的な不均質が存在することが示唆される。NWA 
6234 の初生 Pb 同位体組成から推定されるマントルリザバーの µ 値（238U/204Pb 比）は

3.23 ± 0.02 であり、Enriched, Depleted シャーゴッタイトのマントルリザバーの µ 値（そ

れぞれ 4.0 – 4.7, 1.6 – 1.8）の中間的な組成を示した。これらの結果は、Intermediate シャ

ーゴッタイトのマントルリザバーが、火星初期分化時に形成された 2 つの端成分リザバ

ーの混合によって形成されたとする仮説を支持する。 

Origin of geochemical heterogeneity in the Martian mantle inferred from Sr-Pb isotope 
systematics.  
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